
1！耽奔2月1日 Voi．11 春はタラの芽 ヨモギ号 

発行北川かっばの会＿諌村山高野口町㌻11－8 

∴三島方血0023－9十23騎 

この東村山に美しい水辺と録を取り戻す 

ために、できることから始めませんか！ 
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翰離幅摘中高歌訂　盲点漢重源油虫尋廟

去
る
十
二
月
十
四
　
（
土
）
　
か
っ
は
の

会
第
二
回
ク
リ
ス
マ
ス
ハ
ー
テ
ィ
ー
が

東
村
山
市
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
総

勢
六
十
名
が
集
ま
っ
て
の
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

諸
国
空
想
料
理
の
夕
べ
と
銘
打
っ
た
今

年
は
そ
の
名
に
違
わ
ず
料
理
が
賢
・
畳

と
も
に
大
充
実
。
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、

タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
、
本
格
派
カ
リ
ー

パ
ス
タ
に
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
な
ど
な
ど
。

沖
縄
か
ら
古
酒
も
届
き
、
大
人
も
こ
と

も
も
イ
ブ
ク
ロ
ヨ
ロ
コ
フ
大
満
足
と
な

り
ま
し
た
。
出
し
物
の
方
も
、
勿
論
の

充
実
ぶ
り
。
－
J
ブ
ル
ー
ス
バ
ン
ド
、

マ
ッ
ジ
ク
、
シ
ョ
ー
に
湯
村
ば
ん
と
、
と

楽
し
み
、
最
後
は
清
流
復
活
へ
の
願
い

を
込
め
て
の
か
っ
は
衆
に
よ
る
熱
唱
？

で
龍
を
閉
じ
ま
し
た
。

本
格
派
の
料
理
も
出
し
物
も
、
全
て
会

員
の
手
に
よ
る
も
の
。
二
年
目
を
迎
え
、

ま
す
ま
す
会
員
の
層
が
厚
く
な
り
、
フ

ト
コ
ロ
も
深
く
な
っ
た
事
を
実
感
で
き

る
会
と
な
り
ま
し
た
。

定
薗
化
し
た
水
と
み
ど
り
の
市
民
懇
鞭
会

1
2
月
1
2
日
の
第
4
回
懇
談
会
は
前
回

に
引
き
続
い
て
市
内
の
水
と
練
の
問
題

に
関
し
、
様
々
な
話
を
し
ま
し
た
。

特
に
、
廻
田
小
宴
せ
け
÷
b
さ
の
道
計

画
作
成
の
進
め
方
に
意
見
が
集
中
。
市

緑
放
課
か
ら
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
計
画
し
た
い
と
発
言
が
あ
り
、

一
同
大
賛
成
。
市
民
か
ら
の
提
案
を
と

ん
ど
ん
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

年
明
け
て
1
月
2
4
日
に
は
新
年
会
も

開
か
れ
、
水
と
緑
の
話
題
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

【
次
回
の
第
5
回
市
民
懇
談
会
予
告
】

◇
日
時
／
2
月
1
9
日
（
水
）
1
時
3
0
－

◇
場
所
／
市
役
所
緑
放
課

◇
間
合
／
9
3
－
5
1
1
1
　
線
放
課
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次
回
の
か
っ
ぱ
サ
ロ
ン
で
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
日
本
の
多
自
然
型
川
づ
く
り

の
実
際
を
ビ
デ
オ
鑑
質
し
ま
す
。

旧
西
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
で
始
ま
っ
た

多
自
然
型
川
づ
く
り
は
、
日
本
の
河
川

あ
り
ま
す
。

ま
た
最
近
、
日
本
各
地
で
も
多
自
然

壁
用
づ
く
り
の
試
み
が
盛
ん
に
な
っ
て

お
り
、
良
い
事
例
も
増
え
て
き
て
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
を
は
が
し
自
然
を

取
り
戻
し
た
川
も
登
場
し
ま
す
。
乞
う

御
期
待
！
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圏圏圏
バ
ロ
ン
宮
本
の
川
の
辛
目
講
座
［
第
7
回
u

I
多
自
然
型
川
づ
く
り
は
川
を
救
え
る
か
　
（
そ
の
6
）

コ
／
ク
リ
ー
ト
護
岸
で
固
め
ら
れ
た

北
川
に
自
然
な
川
岸
を
取
り
戻
す
に
は

ど
う
し
た
ち
ょ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

自
然
な
川
岸
は
土
か
ら
で
き
て
お
り
、

流
れ
が
強
く
当
た
る
岸
は
急
な
斜
面
で
、

当
た
り
が
弱
い
岸
は
な
だ
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
地
下
水
が
し
み

だ
し
様
々
な
草
や
木
々
が
繁
り
、
多
様

な
生
き
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

川
岸
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
さ
れ
る
と

草
や
木
々
が
無
く
な
り
、
生
き
物
は
激

減
し
風
景
は
死
に
ま
す
。
護
岸
は
川
岸

を
洪
水
の
浸
食
か
ら
守
る
も
の
で
、
確

か
に
北
川
で
も
川
岸
ま
で
家
が
迫
っ
て

い
る
所
で
は
必
要
で
す
。

自
然
な
川
岸
を
取
り
戻
す
一
番
の
方

法
は
、
用
か
ら
人
家
を
離
す
こ
と
で
す
。

実
際
に
欧
米
で
は
こ
の
よ
う
な
誘
導
を

し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
北

川
の
現
実
で
は
難
し
そ
う
で
す
。

た
だ
北
川
で
は
、
狭
山
公
園
や
北
山

公
園
の
中
な
ど
、
川
岸
が
多
少
く
ず
れ

て
も
人
命
に
問
題
が
な
い
所
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
護
岸
が
必
要
で
も
全
て
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
な
頑
丈
な
も
の
で

あ
る
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
（
つ
づ
く
）

木
の
葉
流
せ
ば
［
四
］

i
＼
〆
y
J
J
　
菅
野
結
花

最
終
回

日
本
を
含
む
温
帯
の
地
域
で
、
多
く

の
動
植
物
が
茸
を
す
ま
し
、
細
胞
一
個

一
個
に
力
を
綴
ら
せ
て
待
ち
望
む
春
。

少
し
ず
つ
上
昇
し
て
ゆ
く
気
温
に
身

を
ゆ
だ
ね
、
馴
化
し
、
冬
の
間
の
抑
制

分
を
取
り
返
す
。

穴
の
中
か
ら
仔
が
顔
を
出
し
、
烏
達

は
唄
い
番
う
。
嫡
か
ら
は
昆
虫
が
一
斉

に
羽
化
を
始
め
る
。
植
物
の
蕾
は
昨
年

秋
か
ら
大
切
に
用
意
さ
れ
て
き
た
も
の

で
寒
さ
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
休
眠
か
ら

覚
め
開
花
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ま
る

で
イ
バ
ラ
姫
の
よ
う
だ
。
冬
を
菜
り
越

え
た
者
だ
け
が
味
わ
え
る
生
だ
か
ら
こ

そ
、
人
間
に
は
そ
の
表
現
が
　
「
喜
び
」

の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。

雪
解
け
水
を
足
元
に
置
く
原
生
林
で
、

春
雨
か
の
ご
と
く
音
を
た
て
降
り
し
き

る
鱗
片
葉
。
防
寒
の
役
目
を
終
え
人
知

れ
ず
散
る
姿
は
感
動
的
－
や
が
て
青
葉
、

そ
し
て
す
ぐ
に
花
の
季
節
の
渡
来
が
。

－完－
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●マージーIi幡域交流フォーラム

内容／英国マージーIlゆ行政・市

民・企業の川づくり活動

日時／2月15日（土）10時～5時

（翌16日は国内事例視察）

場所／諸－I層クー（新横浜）

費用／1，000円（資料代）

問合せ／℡045－546－4337（平山）

eビオトープ最新実績報告会

内容／帥子（生物生息空間）に
よる学校の環境教育。ドイ

ツと日本の事例報告

日時／2月16日（日）10時～5時

場所／埼玉会館小ホール（浦和）

入場／無料

問合せ／℡048－645－0570（国連）

㊧TOKYO地球市民フェスタ，97

内容／地球市民を合言葉にNGO

と自治体の関係を探る、他

日時／2月21日～23日

場所／東京国際7すうム（丸の内）

聞合／℡03－3376－0640（事務局）

㊥映画「住民が選択した町の漕祉I

内容／秋田県鷹巣町の福祉のまち
づくり。その努力の記録。

日時／3月2日（日）

場所／東村山中央公民館ホール

入場／前売800円、当日　900円

主催／東村山市消費者団体連絡会

聞合／℡0423－93－5111（市産業課）

狭山丘陵の東麓、トトロの故郷

北山公園一帯の緑の保全と、その

前を流れるかつての水かきの生息

地地目の清流復活という、ふたつ
の大きな夢をもって作られた「北

川かっばの会」も会員数がとうと

う110名を数えるにいたりました。

自然、遊びが大好きで、趣旨に

賛同、活動に参加できる方（参加
入退会自由）を広く募集いたしま

す。のんびり、楽しく、かつ、ま
じめに？！がモットーの会です。

気軽にご連絡してみて下さい。
e会費：年間3000円。「かっは通

信」（隔月刊）と、かわいらしい会

員証をお送りします。
e問い合せ・申し込み先；〒189

東村山市野日印31十8　三島万

北川かっばの会　皿0423－9十2365

e会賀振り込み先：上記へ現金書

留。または郵便振替　00120－6－10

4476（加入著名　北川かっばの会）

e会員更新手続きのお願い

皆さんの賓重な会費、カンパが

活動のみなもとく，要綱手駒を迎え

た方には別紙振替用紙を同封いた

しましたので、今年もよろしくこ

協力の程、お願い申しあげます。

e編集後記

今年のどんど焼き、しめ縄がき

れいに残り家内安全。焼きみかん

食し無病息災。河童娘も百人力。


